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第22回  古文単語｜動詞の活用  〔一問一答〕

Q01 「四段活用」の意味を答えなさい。
ヒント：最も多い活用型。「書く（か/き/く/く/け/け）」

答え：

Q02 「上一段活用」の意味を答えなさい。
ヒント：「ひみきいゐ（率居)」と覚える8語のみ。

答え：

Q03 「上二段活用」の意味を答えなさい。
ヒント：「起く・過ぐ・落つ」など。未然・連用がイ段。

答え：

Q04 「下二段活用」の意味を答えなさい。
ヒント：「受く・得・出づ」など。未然・連用がエ段。

答え：

Q05 「下一段活用」の意味を答えなさい。
ヒント：「蹴る」1語のみの特殊活用。

答え：

Q06 「カ行変格活用（カ変）」の意味を答えなさい。
ヒント：「こ/き/く/くる/くれ/こよ」

答え：

Q07 「サ行変格活用（サ変）」の意味を答えなさい。
ヒント：「せ/し/す/する/すれ/せよ」

答え：

Q08 「ナ行変格活用（ナ変）」の意味を答えなさい。
ヒント：「な/に/ぬ/ぬる/ぬれ/ね」

答え：

Q09 「ラ行変格活用（ラ変）」の意味を答えなさい。
ヒント：「ら/り/り/る/れ/れ」。連体形が「り」でなく「る」に注意。

答え：

Q10 「形容詞のク活用・シク活用」の意味を答えなさい。
ヒント：「から/かり/◯/かる/◯/かれ」の補助活用も重要。

答え：

【答え】

Q01:語幹＋a/i/u/u/e  Q02:「着る・見る・似る・干る  Q03:語幹＋i/i/u/uru  Q04:語幹＋e/e/u/uru  Q05:「蹴る（け）」のみQ06:「来（く）」のみ  Q07:「す」「おはす」など  Q08:「死ぬ・往ぬ（去ぬ）」の  Q09:「あり© 株式会社数強塾（数強塾グループ）日本国語塾TOP  nihonkokugojuku.com


